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愛知県基幹的広域防災拠点整備等事業（第 1 期・消防学校）実施方針【本編】  変更箇所一覧 
 

№ 
該当箇所 

新 旧 
頁 項目 

1 6 
図表 1-2 本事業の

運営主体の概要 

対象施設 
平常運用時 拠点運用時 

県 事業者 県 
事業者 

※４，５ 

消防学校 

管理・教育棟 
グラウンド 
各種訓練棟 

○ 〇※７ ○  

宿泊棟 〇 ○※３，７ ○ ○※６ 
教育棟 〇 〇※７ ○  

※３）宿泊棟のうち宿舎についての運営（学生等管理）は、県で行うこととし、食堂の運
営は、事業者で行うこととします。 

※４）拠点運用時の初動点検については、計画地内の建築物、設備、外構施設を対象とし
ます。また、事業者は、建物被害の発生を確認した場合は、速やかに県への報告を行
い、県の指示により、応急復旧対応を行います。 

※５）拠点運用時の維持管理業務については、計画地内の建築物、設備、外構施設を対象
とし、事業者は、原則維持管理業務を継続することとします。 

※６）県が防災拠点（拠点運用時モード）として使用すると意思決定した後は、防災活動
従事者の休息・宿泊施設として利用することを想定しています。事業者は、県の指示
のもと、可能な範囲で、災害活動従事者向けの食堂の業務を実施することとします。 

※７）任意提案とする防災啓発・人材育成関連運営支援業務及び防災ビジネス等運営支援
業務を実施する場合を想定しています。 

 

対象施設 
平常運用時 拠点運用時 

県 事業者 県 
事業者 

※４，５ 

消防学校 

管理・教育棟 
グラウンド 
各種訓練棟 

○  ○  

宿泊棟 〇 ○※３ ○ ○※６ 
教育棟 

〇 
支援 

（任意提案） 
○  

※３）宿泊棟のうち宿舎についての運営（学生等管理）は、県で行うこととし、食堂の運営は、
事業者で行うこととします。 

※４）拠点運用時の初動点検については、計画地内の建築物、設備、外構施設を対象とします。
また、事業者は、建物被害の発生を確認した場合は、速やかに県への報告を行い、県の指
示により、応急復旧対応を行います。 

※５）拠点運用時の維持管理業務については、計画地内の建築物、設備、外構施設を対象とし、
事業者は、原則維持管理業務を継続することとします。 

※６）県が防災拠点（拠点運用時モード）として使用すると意思決定した後は、防災活動従事
者の休息・宿泊施設として利用することを想定しています。事業者は、県の指示のもと、
可能な範囲で、災害活動従事者向けの食堂の業務を実施することとします。 

 
 

  
 


